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はじめに 
 
平成 28～29年度に実施された大学院人文社会科学研究科研究プロジェクト「環境
変動下における牧畜技術文化とその変化」の実施報告書をここに上梓する。 
本プロジェクトは、環境変動下における牧畜技術文化がどのように形成され、継続
され、変容してきたのか、現在その実態がどのようになっているのかについて、内陸
アジアを中心として、牧畜文化そのもの（放牧・生殖管理、個体識別利用など）はも
とより、その基盤である自然環境とその変化、社会環境（社会動態、民族政策の実態
と変容等）、文化動態等広範な事象にも着目しつつ、現代的諸課題と共に明らかにし
ようとするものである。 
 各テーマを研究する大学院生は、各々自分の研究分野に関係するフィールドで現地
調査を繰り返し行い、また地域研究・行政機関その他における文献研究を継続実施し
てきた。それらの成果は別掲の本プロジェクト研究活動の一環としての研究会におい
て研究発表がなされ、また研究者はその中での討論に積極的に参画してきた。これら
をも踏まえ、各研究者は本報告書に論考を投稿した。 
＊ ＊ ＊ 
次に各論考の内容を簡単に紹介したい。 
バヤリタは中国新疆ウイグル自治区西端に位置するイリ・カザフ自治州の乾燥地な
がら植生に恵まれた山脈北側側斜面の高原状の生態環境におけるオイラト・モンゴル
人の野生植物利用文化をテーマとしている。博士論文の執筆に際してまとめた、家畜
にとっての植物という視点からの部分について取りまとめた論考である。野生植物利
用文化全体の中でも家畜にとっての野草というのは飼料利用が主体であり、家畜種に
よりその嗜好が違うことはもとより、忌避の対象であったりすることも含め、現地住
民がいかに在来知として植物を認識しその用法に熟知してきたかが良く理解できる。 
ソロンガは内モンゴル西部乾燥地域のアラシャー盟において展開するラクダを中
心とする牧畜文化の基本的構造に関する論考を行っている。特に牧畜対象家畜の個体
認識標であるラクダの焼印をその種類や意味、意義、用法等について詳細に分析し考
察を進めている。 
アルタンバガナは中国内モンゴル自治区における歌舞芸術組織ウラーンムチルの
活動、その辿ってきた歴史、現代的意味について、中華人民共和国の社会主義的民族
政策の中の位置づけという視点を中心にして論じた。特に社会主義的政策における
「大衆と個人」という視点、その意義を踏まえて、近年の老年ウラーンムチルなる新
たな芸術活動形態の実態や意義について詳述している。 
廣田千恵子はモンゴル国における少数民族カザフ人集団の現代的生活の中で、彼ら
の装飾物やその文様にまつわる文化的表象やその意味、役割、特徴について民族誌学
的記述を行うとともに、その装飾利用文化の豊饒さや多様性という特異な性格に着目
する。その特異性の根源を分析するために、いくつかの視座を用いて周辺住民・諸民
族集団の実態との比較検討を行っている。 
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以上のように、本報告書は 2年間の研究プロジェクト期間中の成果を存分に発揮す
る形で執筆された若手新鋭の研究者による論考が集まり、内容的にも充実した論集に
なっていると自負している。 
本報告書の監修は、当初よりのプロジェクトリーダーの児玉香菜子氏が産休・育休
による休暇中に作成することになったため、吉田睦が代わって行った。最後に本報告
書の編集作業を行った、自身論考の執筆者でもあるソロンガさんに感謝申し上げる。 
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